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(54)【発明の名称】 内視鏡形状検出プローブ

(57)【要約】
【課題】  コイル部と信号線の接続部に切断などが発生
せずに耐久性を向上できる内視鏡形状検出プローブを提
供する。
【解決手段】  挿入部内に配置される内視鏡形状検出プ
ローブは棒状の支持部材３３に中空の芯材４０にリード
線４２を巻回したコイル３５と基板４１からなるコイル
部３４が所定間隔で固着され、基板４１でコイル３５と
信号線３６を接続した場合、信号線３６の被覆を剥離し
て露出した芯線の端部が基板４１と半田付けした場合の
硬質部における基板４１の端面から挿入部方向に突出す
る長さＹと、前記基板４１の端面から信号線３６の被覆
部分にいたる端面までの挿入部方向に突出する長さＺ
と、が基板４１等を接着剤４４で支持部材３３に固定し
た際の支持部材側硬質部における基板４１の端面から挿
入部方向に突出する長さＸを越えないようにして、屈曲
された場合にもコイル部３４と信号線３６との接続部に
断線が発生しないように耐久性を向上した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  体腔内に挿入される内視鏡の挿入部内に
設けられ、前記挿入部の各位置検出に用いられるコイル
部と、このコイル部の内腔に挿通された支持部材と、前
記コイル部と信号線とを前記挿入部の長手軸に沿って接
続した内視鏡形状検出プローブにおいて、
前記信号線の被覆を剥離して露出した導体部分の一部と
前記コイル部との接続によってこの接続部分に生じる硬
質部分の基端側から前記コイル部基端面までの前記挿入
部方向の長さをＡとし、
前記コイル部に接続された信号線の被覆が剥離された被
覆剥離部の基端側から前記コイル部基端面までの前記挿
入部方向の長さをＢとし、
前記コイル部基端面より延設した硬質部材の基端部から
前記コイル部基端面までの前記挿入部方向の長さをＣと
したときに、前記Ａ、Ｂ、Ｃの関係がＣ≧ＡかつＣ≧Ｂ
であることを特徴とする内視鏡形状検出プローブ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は体腔内等に挿入され
る内視鏡の挿入部の形状を検出するのに用いられる内視
鏡形状検出プローブに関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、内視鏡は医療用分野及び工業用分
野で広く用いられるようになった。この内視鏡は特に挿
入部が軟性のものは、屈曲した体腔内に挿入することに
より、切開することなく体腔内深部の臓器を診断した
り、必要に応じてチャンネル内に処置具を挿通してポリ
ープ等を切除するなどの治療処置を行うことができる。
【０００３】この場合、例えば肛門側から下部消化管内
を検査する場合のように、屈曲した体腔内に挿入部を円
滑に挿入するためにはある程度の熟練を必要とする場合
がある。
【０００４】つまり、挿入作業を行っている場合、管路
の屈曲に応じて挿入部に設けた湾曲部を湾曲させる等の
作業が円滑な挿入を行うのに必要になり、そのためには
挿入部の先端位置等が、体腔内のどの位置にあるかと
か、現在の挿入部の屈曲状態等を知ることができると便
利である。
【０００５】このため、例えば特開平７－１１１９６９
号と特開平９－２８６６２号の内視鏡形状検出装置があ
り、内視鏡に内視鏡形状検出プローブを設けることによ
り、この内視鏡形状検出プローブを用いて内視鏡の挿入
部の形状を検出する。
【０００６】内視鏡形状検出プローブは、プローブの支
持部材上にコイルを設け、コイルからは内視鏡形状検出
装置とコイルを電気的に接続するための信号線が出てい
る。前記プローブのコイルが配置されている部分は硬質
部であり、コイルの無い部分は可撓部である。
【０００７】内視鏡挿入部の形状に合わせて内視鏡形状
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検出プローブが湾曲した場合、硬質部と可撓部の境界位
置には、曲げの力が集中してかかり小さなＲで湾曲する
ことになる。信号線は、コイルの端面でコイルを形成し
ているリード線、もしくはフィルム基板と半田付けされ
ている。信号線は被覆付きで芯線には単芯の銅線などが
使用されるため、半田付けする部分では信号線の被覆は
剥がされ芯線が露出している。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】芯線は細いため絶縁被
覆が剥がされ芯線が露出している部分や、半田が芯線に
染み込んでいる部分と染み込んでいない部分の境界位置
は、強度が弱い。さらに、芯線がプローブの軸方向に対
して曲がった状態で固定されると、ある方向に曲げた時
には急な角度で屈曲してしまうことがあり、強度的に弱
めてしまう構成となっていた。
【０００９】そのため、前述されているような内視鏡挿
入部の湾曲や曲げによる繰り返し曲げの力がかかった時
には半田が芯線に染み込んでいる部分と染み込んでいな
い部分の境界位置や、絶縁被覆が剥がされ芯線が露出し
ている部分で芯線が断線してしまい易く、耐性を保つこ
とが難しい。
【００１０】（発明の目的）本発明は上述した点に鑑み
てなされたもので、コイル部と信号線の接続部に切断な
どが発生せずに耐久性を向上できる内視鏡形状検出プロ
ーブを提供する事を目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】体腔内に挿入される内視
鏡の挿入部内に設けられ、前記挿入部の各位置検出に用
いられるコイル部と、このコイル部の内腔に挿通された
支持部材と、前記コイル部と信号線とを前記挿入部の長
手軸に沿って接続した内視鏡形状検出プローブにおい
て、前記信号線の被覆を剥離して露出した導体部分の一
部と前記コイル部との接続によってこの接続部分に生じ
る硬質部分の基端側から前記コイル基端面までの前記挿
入部方向の長さをＡとし、前記コイル部に接続された信
号線の被覆が剥離された被覆剥離部の基端側から前記コ
イル部基端面までの前記挿入部方向の長さをＢとし、前
記コイル部基端面より延設した硬質部材の基端部から前
記コイル部基端面までの前記挿入部方向の長さをＣとし
たときに、前記Ａ、Ｂ、Ｃの関係がＣ≧ＡかつＣ≧Ｂで
ある条件を満たすようにすることにより、コイル部と信
号線の接続により生じるコイル部端面から信号線側に延
びる硬質部分の長さが、支持部材におけるコイル部端面
から信号線側に延びる支持部材側硬質部分の長さを越え
ないので、屈曲された場合にも、この支持部材側硬質部
分によりコイル部と信号線の接続部に断線が発生しない
ように保持でき、耐久性を向上できるようにしている。
【００１２】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。
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（第１の実施の形態）図１ないし図５は本発明の第１の
実施の形態に係り、図１は第１の実施の形態を備えた内
視鏡システムの全体構成を示し、図２は内視鏡の内部構
成を示し、図３は本発明の第１の実施の形態の内視鏡形
状検出プローブの構成を示し、図４（Ａ）及び（Ｂ）は
コイル部周辺の構造と、リード線とを示し、図５
（Ａ）、（Ｂ）及び（Ｃ）はコイル部と信号線と信号線
の接続部を示す。
【００１３】図１に示す内視鏡システム１は内視鏡２を
用いて患者に対する内視鏡検査を行うための内視鏡装置
３と、この内視鏡装置３と共に使用され、内視鏡２の挿
入部４の形状を推定し、さらに推定された形状に対応す
るモデル化された内視鏡挿入部形状の画像を表示する内
視鏡形状検出装置５から構成される。
【００１４】この内視鏡２は可撓性を有する挿入部４と
その後端に接続された操作部６、この操作部６側部から
延出されたユニバーサルコード７、ユニバーサルコード
７の端部に設けられたコネクタ８を有し、このコネクタ
８が光源装置９に着脱自在で接続される。
【００１５】このコネクタ８はさらにスコープケーブル
１０を介してビデオプロセッサ１１に着脱自在で接続さ
れ、信号処理されて生成された映像信号はモニタ１２に
出力され、このモニタ１２には内視鏡画像が表示され
る。さらにコネクタ８に接続された形状検出信号ケーブ
ル１３は内視鏡形状検出装置５の形状検出装置本体１４
に着脱自在に接続される。
【００１６】この形状検出信号ケーブル１３は内視鏡２
内に配置される内視鏡形状検出プローブ１５（図２参
照）とコネクタ８に設けた形状検出信号コネクタ１３ａ
と着脱自在に接続される。
【００１７】そして、患者の体腔内等に挿入される内視
鏡２内に配置された内視鏡形状検出プローブ１５内のコ
イルに対し、形状検出装置本体１４から交流信号を印加
して磁界を発生させ、患者の周囲の所定の位置に配置さ
れるコイルユニット１７内の図示しない複数のコイルに
より磁界を検出して、その検出した信号を接続ケーブル
１８を介して形状検出装置本体１４に入力し、形状検出
装置本体１４により内視鏡形状検出プローブ１５内の各
コイルの位置を検出することにより挿入部４の形状を推
定し、形状検出表示用モニタ１９で挿入部形状を表示す
るようにしている。
【００１８】図２にも示すように内視鏡２の挿入部４は
硬質の先端部２１と湾曲自在の湾曲部２２と可撓性の可
撓管２３とからなり、操作部６に設けた湾曲ノブ２４を
操作することにより、湾曲部２２を所望の方向に湾曲す
ることが出来るようにしている。
【００１９】また、挿入部４内にはライトガイド２５が
挿通され、このライトガイド２５は操作部６から延出さ
れたユニバーサルコード７内を挿通され、末端のコネク
タ８にいたる。そしてこのコネクタ８の端面には、光源
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装置９に内蔵された図示しないランプから照明光が供給
され、このライトガイド２５によって伝送され、挿入部
４の先端部２１の照明窓２６に固定された先端面からそ
の先端面に対向して照明窓２６に取り付けられた照明レ
ンズ２７を経て伝送された照明光を前方に射出する。
【００２０】この照明レンズ２７から射出された照明光
により照明された体腔内の内壁あるいは患部などの被写
体は先端部２１の照明窓２６に隣接して形成された観察
窓２８に取り付けた対物レンズ２９によってその焦点面
に配置された固体撮像素子としての電荷結合素子（ＣＣ
Ｄと略記）３０に像を結ぶ。
【００２１】このＣＣＤ３０はビデオプロセッサ１１に
内蔵された図示しない信号処理部内のＣＣＤドライブ回
路から出力されるＣＣＤドライブ信号が印加されること
により、ＣＣＤ３０で光電変換された画像信号が読み出
され、挿入部４内等を挿通された映像信号線３１を経て
ビデオプロセッサ１１内部の信号処理回路で信号処理さ
れて標準的な映像信号に変換され、モニタ１２に出力さ
れ、対物レンズ２９でＣＣＤ３０の光電変換面に結像し
た内視鏡映像をカラー表示する。
【００２２】また、内視鏡２の挿入部４には処置具チャ
ンネルあるいは鉗子チャンネル（以下、チャンネルと略
記）３２が設けてあり、このチャンネル３２の挿入口３
２ａからチャンネル３２へ図示しない処置具を挿通する
事が出来る。
【００２３】また、本実施の形態では、挿入部４には内
視鏡形状検出プローブ（以下プローブと略記）１５が挿
通してあり、プローブ１５の先端は挿入部４の先端部２
１に例えば接着によって固定されている。
【００２４】プローブ１５の後端は、上述のようにコネ
クタ８から形状検出信号コネクタ１３ａを介して形状検
出信号ケーブル１３と電気的に接続されており、この形
状検出信号ケーブル１３はさらに形状検出装置本体１４
に接続されている。また、形状検出装置本体１４には磁
界を検出するためのコイルユニット１７が着脱自在な接
続ケーブル１８で接続され、形状検出装置本体１４によ
って検出された挿入部形状の信号は形状表示モニタ１９
へと出力される。この形状検出用モニタ１９の表示画面
には挿入部形状が表示されるようになっている。
【００２５】図３に示すようにプローブ１５は支持部材
３３と、支持部材３３上に配置された複数のコイル部３
４と、コイル部３４とコネクタ８を繋ぎ、コイル部３４
に形成されたコイル３５へと電流を供給する信号線３６
と、プローブ１５の外装チューブ３７と、外装チューブ
３７内でコイル部３４と支持部材３３の周囲に充填され
たシリコンなどのボンディング材３８から構成されてい
る。
【００２６】前記コイル部３４を支持部材３３に接着固
定する位置と数、コイル部３４の間隔Ａは内視鏡２の挿
入部４の長さや形状検出能力を考慮して最適化された数
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量と位置、間隔とすることが出来る。
【００２７】この支持部材３３は化学繊維で出来てお
り、挿入部４の湾曲やループさせた時にも破断しない充
分な強度を有している。支持部材３３とコイル部３４、
コイル部３４と半田付けされている信号線３６は全長に
わたって外装チューブ３７により一つに束ねられてい
る。
【００２８】外装チューブ３７は、その硬度や弾発性に
より内視鏡２の挿入部４の硬さや弾発性に影響を及ぼす
ので、各内視鏡２にとって適正化された硬度を持つ材
質、例えばポリオレフィン、ポリエチレン、テフロン
（登録商標）等の樹脂チューブから選択される。
【００２９】また、外装チューブ３７に、金属もしくは
化繊からなるブレードを使用して良く、この場合はボン
ディング材３８は充填しなくても良い。プローブ１５の
先端は、半田で先端部２１に接合しても良い。
【００３０】図４（Ａ）はコイル部３４周辺の断面図で
ある。コイル部３４は芯材４０と基板４１、コイル３５
を形成するリード線４２から構成されている。芯材４０
はフェライトやパーマロイ等の磁性材料で出来ており、
芯材４０の周囲にはコイル３５を形成するリード線４２
が密に巻かれている。
【００３１】また、芯材４０と基板４１は端面部分が接
着剤で接着固定されている。この接着方法は半田でも良
い。芯材４０と基板４１は支持部材３３を中心に通すた
めに中空の円柱形状をしている。支持部材３３は可撓性
を有しており湾曲するが、芯材４０と基板４１は剛体で
あり、この部分は湾曲しない。
【００３２】コイル３５を形成するリード線４２は図４
（Ｂ）に示すように絶縁被膜４５を有している単軸線で
あり、リード線４２の両端部近傍は絶縁被膜４５を剥い
で、露出する芯線４６を後述する基板４１に設けられた
ランド部４７に半田付けしている。
【００３３】図５（Ａ）、（Ｂ）はそれぞれコイル部３
４と信号線３６の詳細図を示している。図５（Ａ）に示
すように、基板４１にはリード線４２を半田固定するた
めのランド部４７が設けられている。このランド部４７
は基板４１の端面に２箇所あり、その形状は共に半円弧
状である。このランド部４７には信号線３６も半田付け
により接続される。
【００３４】図５（Ｂ）に示すように、信号線３６は絶
縁被膜４８を有している単軸線で、信号線３６の端部近
傍は絶縁被膜４８を剥いで、その芯線４９が剥き出しに
なっており、信号線３６の絶縁被膜４８が剥がされた露
出部３９で前述しているランド部４７と半田付けされて
いる。なお、符号５０は信号線３６の被覆部分を示して
いる。
【００３５】図５（Ｃ）は、コイル部３４と信号線３６
の接続部５１の詳細図を示している。基板４１と信号線
３６の接続部５１は、半田接合部５２と後述する芯線４
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９に半田が染み込んでいる部分５３からなっており、接
続部５１の部分では芯線４９は曲がらない。この基板４
１と信号線３６の半田接合部５２は、リード線４２と基
板４１の半田接合部５４と離れていても良く、リード線
４２と基板４１の半田接合部５４に、重ねて信号線３６
を半田付けする必要はない。
【００３６】コイル部３４と信号線３６とを接合した
後、図４（Ａ）に示すように、コイル部３４を支持部材
３３上に所望の位置で接着固定している。コイル部３４
と支持部材３３を固定する際の接着剤４４は、コイル部
３４の芯材４０と基板４１の、支持部材３３との隙間に
も充填され、支持部材３３がコイル部３４に挿通してい
る部分では、接着剤４４は支持部材３３に染み込んで硬
化しており、この硬質部はコイル部３４端面からはみ出
している（図４（Ａ）において、基板４１或いはランド
部４７端面から突出している部分で接着剤４４が染み込
んでいる部分を符号５５で示している）。
【００３７】このように、コイル部３４を支持部材３３
に固定する部分には、コイル部３４の（信号線３６が接
続される側の）端部から支持部材３３に接着剤４４を染
み込ませて硬質部材５６を形成している。しかも、プロ
ーブ１５の軸方向で、コイル部３４から接着剤４４によ
って硬質化されている硬質部材５６の長さをＸとし、同
じくプローブ１５の軸方向で、接続部５１の長さである
コイル部３４から半田の染み込み境界部５３ａまでの長
さをＹとし、コイル部３４から信号線３６の被覆部分端
面３６ａまでの長さをＺとした時には図５（Ｃ）からＺ
＞Ｙであり、図４（Ａ）からＸ＞Ｚ＞Ｙであることが分
かり、硬質部材５６の長さＸが一番長い。
【００３８】支持部材３３はワイヤなどの金属線でも良
く、この場合のコイル部３４は支持部材３３に配置する
際には、前述のように接着剤５５ではなく、支持部材３
３に半田を染み込ませて前述した長さの硬質部材５６を
形成しても良い。図示しないが境界部５３ａが被覆部５
０にある場合もあり、この時も前記Ｘと前記Ｙと前記Ｚ
ではＸが一番長く、Ｘ＝Ｙであっても良い。また、境界
部５３ａと端面３６ａが同じ位置にある場合（Ｙ＝Ｚ）
でも良い。
【００３９】本実施の形態では、体腔内に挿入される内
視鏡２の挿入部４内に設けられ、前記挿入部４の各位置
検出に用いられるコイル部３４と、このコイル部３４の
内腔に挿通された支持部材３３と、前記コイル部３４と
信号線３６とを前記挿入部４の長手軸に沿って接続した
内視鏡形状検出プローブ１５において、信号線３６の被
覆を剥離して露出した導体部分の一部と前記コイル部３
４との接続によってこの接続部分に生じる硬質部分の基
端側から前記コイル部３４基端面までの前記挿入部方向
の長さをＹとし、前記コイル部３４に接続された信号線
３６の被覆が剥離された被覆剥離部の基端側から前記コ
イル部３４基端面までの前記挿入部方向の長さをＺと
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7
し、前記コイル部３４と前記支持部材３３との接着によ
って形成した硬質部材の基端部から前記コイル部３４基
端面までの前記挿入部方向の長さをＸとしたときに、前
記Ｙ、Ｚ、Ｘの関係がＸ≧ＹかつＸ≧Ｚである条件を満
たすようにすることにより、コイル部３４と信号線３６
の接続により生じるコイル部３４端面から信号線３６側
に延びる硬質部分の長さが、支持部材３３におけるコイ
ル部３４端面から信号線３６側に延びる支持部材側硬質
部分の長さを越えないので、屈曲された場合にも、この
支持部材側硬質部分によりコイル部３４と信号線３６の
接続部に断線が発生しないように保持して、耐久性を向
上できるようにしていることが特徴となっている。
【００４０】次に本実施の形態の作用を説明する。上記
構成の場合、コイル部３４だけでなく支持部材３３の一
部も硬質化されているので、挿入部４を湾曲した場合に
かかる曲げの力が、基板４１と信号線３６の半田接合部
５２と絶縁被覆４８が剥がされた部分３９と、芯線４９
に半田の染み込み境界部５３ａに集中してかかることを
防ぐ。
【００４１】本実施の形態は以下の効果を有する。強度
的に弱い絶縁被覆４８が剥がされた部分３９や芯線４９
に半田が染み込んでいる部分５３の境界部５３ａでの断
線を防ぐことが出来、プローブ１５の耐性を向上させる
ことが出来る。基板４１を使用しているので半田付けの
作業範囲が広く確実な作業が簡単に出来る。
【００４２】（第２の実施の形態）次に本発明の第２の
実施の形態を説明する。第１の実施の形態との相違を以
下に示す。図６から図７は第２の実施の形態を示してお
り、図６（Ａ）はプローブ１５のコイル部３４の断面詳
細図である。支持部材３３上にコイル部３４が接着固定
されており、基板４１と信号線３６の半田接合部５２が
存在する端面と後述するコイルパイプ５８の端面に合わ
せて、支持部材３３上に保護部材としてコイルパイプ５
８を接着固定している。
【００４３】コイルパイプ５８は支持部材３３に接着す
る接着剤４４が染み込んでいる部分が硬質部６０となっ
ている。図６（Ｂ）に示すように基板端部から突出し
て、コイルパイプ５８に接着剤４４が染み込んで形成し
た硬質部材６０の長さをＸとして、接続部５１の長さで
あるコイル部３４から半田の染み込み境界部５３ａまで
の長さをＹとし、コイル部３４から信号線３６の被覆部
分端面３６ａまでの長さをＺとしたときにはＸが一番長
い。
【００４４】また、コイルパイプ５８は支持部材３３に
通す前に、コイルパイプ５８と基板４１の端面を半田で
固定しておいても良く、基板４１上にあるランド部４７
の形状を図７のように基板４１の端面だけでなく側面周
上にも存在するようにしても良い。図示しないが境界部
５３ａが被覆部分５０にある場合もあり、この時も前記
Ｘと前記Ｙと前記ＺではＸが一番長く、Ｘ＝Ｙであって
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も良い。また、境界部５３ａと信号線３６の被覆部分端
面３６ａが同じ位置にある場合（Ｙ＝Ｚ）でも良い。
【００４５】本実施の形態の作用は第１の実施の形態と
同じとなる。本実施の形態は以下の効果を有する。半田
の染み込み境界部５３ａと、信号線３６の芯線４９部分
での信号線３６の断線を防ぐことができ、信号線３６の
芯線４９の絶縁被覆が剥がされた部分３９の耐性を高め
ることが出来るため、プローブ１５の耐性を高めること
が出来る。コイルパイプ５８を保護部材として使用して
いるため、第１の実施の形態に比べ、接着剤などで硬質
部を作る場合に比べて作業のばらつきが少なく安定した
品質を保つことが出来る。
【００４６】基板４１端面でのリード線と基板の半田付
け作業を基板４１側面で行うことが出来るので作業性が
良い。硬質部端面に曲げの力が集中してかかることを防
ぐことができ、プローブ１５の耐性を高めることが出来
る。
【００４７】（第３の実施の形態）次に本発明の第３の
実施の形態を説明する。なお、第１の実施の形態との相
違点を以下に示す。図８（Ａ）は第３の実施の形態を示
しており、コイル部３４の断面図を示している。  コイ
ル部３４から少なくとも基板４１と信号線３６の接続部
５１と絶縁被覆が剥がされた部分３９の全てを覆うよう
に信号線３６（の基板４１側の）端部周囲に接着剤６１
を盛って（クロスハッチングで示す）硬質部材６２を形
成している。
【００４８】接着剤６１によって形成した硬質部６２の
長さＸは、図８（Ｂ）に示すように接続部５１の長さで
あるコイル部３４から半田の染み込み境界部５３ａまで
の長さをＹとし、コイル部３４から信号線３６の被覆部
分端面３６ａまでの長さをＺとした時にはＸが一番長
い。
【００４９】また、図示しないが境界部５３ａが被覆部
分５０にある場合もあり、この時も前記Ｘと前記Ｙと前
記ＺではＸが一番長く、Ｘ＝Ｙであっても良い。また、
境界部５３ａと信号線３６の被覆部分端面３６ａが同じ
位置にある場合（Ｙ＝Ｚ）でも良い。
【００５０】次に本実施の形態の作用を説明する。接着
剤６１によって、半田接合部５２と、半田芯線４９に染
み込んでいる部分５３と、半田の染み込み境界部５３ａ
と、信号線３６の絶縁被膜４８が剥がされた部分３９と
を超えて、信号線３６の被覆部分５０までが硬質化され
ており、挿入部４を曲げた場合に、前記硬質化されてい
る部分に集中して力がかかることや変形する事が無い。
信号線３６の絶縁被膜４８が剥がされた部分３９は接着
剤６１により被覆絶縁されている。
【００５１】本実施の形態は以下の効果を有する。信号
線３６の絶縁被膜４８が剥がされた部分３９での断線を
防ぐ事が出来、更に基板４１と信号線３６の耐性を高め
る事が出来るので、プローブ１５の耐性を高める事が出
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9
来る。信号線３６の絶縁被膜４８が剥がされた部分３９
の絶縁が確実に絶縁できる。
（第４の実施の形態）次に本発明の第４の実施の形態を
説明する。なお、第１の実施の形態の相違点を以下に示
す。第４の実施の形態を以下図９と図１０を用いて示
す。図９と図１０はプローブ１５のコイル部３４の詳細
な説明図である。
【００５２】基板４１と信号線３６の半田接合部５２の
外周で、パイプ部材６５を基板４１と接着し、更にパイ
プ部材６５の内側に絶縁性のある接着剤６６を塗り込ん
でいる。このパイプ材６５は金属で出来ており、パイプ
部材６５の外径は基板４１の外径と同じかより小さい。
接着剤６６は例えばシリコンなどの硬化後に弾性を有す
る接着剤である。
【００５３】パイプ部材６５に接着剤６６を充填する事
で、基板４１と信号線３６の半田接合部５２と、半田が
芯線４９に染み込んでいる部分５３と、半田の染み込み
境界部５３ａと、信号線３６の絶縁被膜４８が剥がされ
た部分３９とを超えて、信号線３６の被覆部分５０まで
に硬質部材を設置している。コイル部３４から前記硬質
部材によって硬質化された長さをＸとして、接続部５１
の長さであるコイル部３４から半田の染み込み境界部５
３ａまでの長さをＹとし、コイル部３４から信号線３６
の被覆部分端面３６ａまでの長さをＺとした時にはＸが
一番長い。
【００５４】このパイプ部材６５は接着剤６６を充填さ
せるときの治具として使用して、接着剤６６を充填後に
図１０（Ａ）のように取り払っても良く、また、その材
質はプラスチックでも良い。図示しないが境界部５３ａ
が被覆部分５０にある場合もあり、この時も前記Ｘと前
記Ｙと前記ＺではＸが一番長く、Ｘ＝Ｙであっても良
い。また、境界部５３ａと信号線３６の被覆部分端面３
６ａが同じ位置にある場合（Ｙ＝Ｚ）でも良い。
【００５５】次に本実施の形態の作用を説明する。パイ
プ部材６５の充填された接着剤６６によって、基板４１
と信号線３６の半田接合部５２と、半田が芯線４９に染
み込んでいる部分５３と、半田の染み込み境界部５３ａ
と、信号線３６の絶縁被膜４８が剥がされた部分３９と
を超えて、信号線の被覆部分５０までが硬質化されてお
り、挿入部４を曲げた場合に、前記硬質化されている部
分に力がかかったり変形する事が無い。
【００５６】信号線３６の絶縁被膜４８が剥がされた部
分３９は接着剤６６により被覆絶縁されている。接着剤
６６が硬化後に弾性を有する接着剤であるため、信号線
３６の被覆部分５０は接着剤６６により硬質化されてい
る部分とされていない部分の境界部で曲げられた方向に
微小に動くことが出来る。
【００５７】本実施の形態は以下の効果を有する。信号
線３６の絶縁被膜４８が剥がされた部分３９での断線を
防ぐことができ、更に基板４１と信号線３６の半田接合
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部５２の耐性を高めることが出来るので、プローブ１５
の耐性を高めることが出来る。信号線３６の絶縁被膜４
８が剥がされた部分３９での絶縁が確実に絶縁できる。
【００５８】パイプ部材６５をセットして接着剤を盛り
込むので作業が容易になる。希望する範囲の接着による
硬質化を確実に行うことが出来るようになるために、作
業によるばらつきが小さくなり、品質が安定する。
【００５９】信号線３６の被覆部分５０が接着剤６６に
より硬質化されている部分とされていない部分の境界部
で集中して力がかかって曲がることが無く、信号線３６
の被覆部分５０での耐性を高めることが出来る。
【００６０】（第５の実施の形態）次に本発明の第５の
実施の形態を説明する。なお、第１の実施の形態との相
違点を以下に示す。第５の実施の形態を図１１から図１
６を用いて説明する。
【００６１】図１１に示す内視鏡システム７１では形状
検出のためのプローブ７２が内視鏡２と独立しており、
プローブ７２はチャンネル３２内に設置されている。プ
ローブ７２の後端側には形状検出装置本体１４に接続で
きるコネクタ７３を有している。また、図１２に示すよ
うにプローブ７２上にはストッパ７４が設けてあり、鉗
子光挿入口３２ａとストッパ７４が突き当たるのでプロ
ーブ７２の先端７５は挿入部４の先端部２１から突出す
る事なく位置決め固定されている。
【００６２】また、図１３は内視鏡２の操作部６の詳細
図である。操作部６には折れ止め部材７５を設けてユニ
バーサルコード７が接続されており、グリップ７６にも
折れ止め部材７７を設けて挿入部４が接続されている。
操作部６は通常左手で握って操作するもので、この時、
左手は操作部６とユニバーサルコード７の接合部近傍の
外観には触れがたく邪魔にならないため、前記操作部６
とユニバーサルコード７の接続部分近傍には製造元やモ
デル名などをシールで表示した表示部７８が設けてあ
り、この表示部７８の近傍には突起形状の保護部材７９
が配置されている。この表示部７８は印刷でも良い。
【００６３】図１３のＢ方向矢視図が図１４である。内
視鏡２は机の上や洗浄用のトレーなどに置いた時には、
通常は安定して置く事が出来るので、図１４のように操
作部６に設置されている湾曲ノブ２４が上面に来るよう
に置く。突起形状の保護部材７９は、前記のように置い
た場合、設置面８０と直接触れ、表示部７８が設置面８
０と触れない高さを有している。
【００６４】図１５ないし図１７は基板４１とコイル部
３４の詳細を示している。図１５に示すように基板４１
にはランド部４７が設けてあり、このランド部４７の形
状は基板４１の片側端面から外周側面まで存在してい
る。また、基板４１の外周側面には信号線３６を半田接
続するために設けられた凹部８１が存在しており、この
凹部８１の外表面にもランド部４７が形成されている。
図１６に示すように、信号線３６の絶縁被膜４８が剥が
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された部分３９（の芯線４９）と前記ランド部４７の凹
部８１が半田付けされている。
【００６５】図１７（Ａ）はプローブ７２の接続部周辺
の断面を示し、図１７（Ａ）の接続部の詳細図である図
１７（Ｂ）に示すように、支持部材３３とコイル部３４
を接着するための接着剤４４で、基板４１と信号線３６
の半田接合部５２と、半田が芯線４９に染み込んでいる
部分５３と、信号線３６の絶縁被膜４８が剥がされた部
分３９とを超えて、信号線３６の被覆部分５０までを接
着し、硬質部材を形成している。
【００６６】この時コイル部から接着剤４４で硬質部材
を形成している長さをＸとし、コイル部３４から半田の
染み込み境界部５３ａまでの長さをＹとし、コイル部３
４から信号線３６の被覆部分端面３６ａまでの長さをＺ
とした時にはＸが一番長い。また、図示しないが境界部
５３ａが被覆部分５０にある場合もあり、この時も前記
Ｘと前記Ｙと前記ＺではＸが一番長く、Ｘ＝Ｙであって
も良い。また、境界部５３ａと被覆部分端面３６ａが同
じ位置にある場合（Ｙ＝Ｚ）でも良い。
【００６７】図１７（Ｃ）に示すように、接着する際に
は信号線３６が支持部材３３と平行になるように信号線
３６と支持部材３３をテープなどの仮固定部材８４で仮
固定し、その状態で信号線３６と基板４１の半田付け作
業を行っている。
【００６８】次に本実施の形態の作用を説明する。接着
剤４４によって、基板４１と信号線３６の半田接合部５
２と、半田が芯線４９に染み込んでいる部分５３と、半
田の染み込み境界部５３ａと、信号線３６の絶縁被膜４
８が剥がされた部分３９とを超えて、信号線３６の被覆
部分５０までが硬質化されており、挿入部４を曲げた場
合に、前記硬質化されている部分に力がかかったり変形
する事が無い。
【００６９】ストッパ７４が鉗子挿入口３２ａと突き当
たるので決まった長さだけプローブ７２を挿入部４に設
置する事が出来る。突起形状の保護部材７９が設置面８
０と触れ、シールもしくは印刷７８が設置面８０と触れ
る事が無い。信号線３６は、コイル部３４との接続部か
ら支持部材３３とを平行になるように半田接続されてい
る。
【００７０】基板４１と信号線３６の半田接合部５２は
基板４１の外周側面にあり、第１の実施の形態に比べて
基板４１端面から、信号線３６の被覆部分５０までの距
離は短い。
【００７１】信号線３６と支持部材３３をテープで仮固
定してから、基板４１と信号線３６の半田接合部５２を
半田が芯線４９に染み込んでいる部分５３と信号線３６
の絶縁被膜４８が剥がされた部分３９とを超えて信号線
３６の被覆部分５０までを、接着で硬質化しているので
信号線３６を確実に支持部材３３と平行に固定できる。
【００７２】本実施の形態は以下の効果を有する。信号
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線３６の絶縁被膜４８が剥がされた部分３９での断線を
防ぐ事が出来、さらに基板４１と信号線３６の半田接合
部５２の耐性を高める事が出来るので、プローブ７２の
耐性を高めることが事が出来る。プローブ７２は常に同
じ長さだけ挿入部４に設置する事が出来るので形状検出
の範囲などの条件が変化しない。
【００７３】表示部７８が設置面８０と接触しないた
め、表示部７８のシールもしくは印刷が擦れたり汚れ
ず、耐久性を高める事が出来る。信号線３６は支持部材
３３と平行になるようにコイル部３４と接続されている
ので、第１の実施の形態のように芯線４９が曲がった状
態で半田付けを行わない。そのため半田作業時に芯線４
９を曲げて断線させてしまう事を防ぐ事が出来る。
【００７４】接着固定が不十分でプローブの曲げによっ
て芯線４９に曲げの力がかかった時にも、第１の実施の
形態のように芯線４９を曲げて接続していないので、芯
線４９にかかる曲げストレスを最小限に出来、耐性を保
つ事が出来る。
【００７５】基板４１と信号線３６の半田接合部５２は
基板４１の外周側面にあり、第１の実施の形態に比べて
基板４１端面から、信号線３６の被覆部分５０までの距
離は短くなり、接着剤で硬質化する距離が短くて済む。
硬質部が短く済むのでプローブ７２の湾曲形状に及ぼす
影響は少ない。
【００７６】信号線３６が曲がって固定されると、ある
方向に対して急な角度で屈曲してしまう恐れがあるが、
信号線３６と支持部材３３が平行に固定されているため
どの方向に曲げても均等に力がかかるため耐久性が良
い。
【００７７】（第６の実施形態）次に本発明の第６の実
施の形態を説明する。第１の実施の形態の相違点を以下
に示す。図１８と図１９は第６の実施の形態を示してお
り、図１８（Ａ）はプローブ１５のコイル部３４の断面
詳細図で、図１８（Ｂ）はコイル部３４と信号線３６の
接続部の詳細図である。
【００７８】芯材４０とリード線４２と基板４１からな
るコイル部３４は支持部材３３上に接着固定されてお
り、基板４１には信号線３６が導電性の接着剤で接合さ
れている。符号１００は、基板４１と信号線３６の接着
部１０２と芯線４９に接着剤が染み込んだ部分１０３か
ら構成されており、接着剤１０２から接着剤の染み込み
境界部１０４までは導電性の接着剤によって信号線３６
の芯線４９は撓まない。コイル部３４から接着剤の染み
込み境界部１０４を超えた部分では芯線４９には接着剤
は染み込んでおらず、芯線４９は可撓性を有している。
【００７９】また、基板４１には、曲がり止め部材１０
１が接着により固定されており、基板４１と信号線３６
の接続部１００と芯線４９を超えて信号線３６の被覆部
分５０までを覆う構造と大きさを有している。曲がり止
め部材１０１の内部に基板４１と曲がり止め部材１０１
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の接着力を増したり、基板４１と信号線３６の接続部１
００と芯線４９に曲げやねじりの変形の力を掛けないた
めにシリコン等の樹脂部材１０６が充填されており、曲
がり止め部材１０１の口元側端面１０７近傍では充填さ
れた樹脂部材１０６によって信号線３６と曲がり止め部
材１０１が接着固定されている。
【００８０】曲がり止め部材１０１の全長をＸ、コイル
部３４から接着剤の染み込み境界部１０４の軸方向の長
さをＹ、コイル部３４から信号線３６の被覆部分端面３
６ａまでの距離をＺとした時に、Ｘの長さが一番長い。
また、図示しないが境界部１０４が信号線３６の被覆部
分５０にある場合もあり、この時も前記Ｘと前記Ｙと前
記ＺではＸは一番長く、Ｘ＝Ｙであっても良い。また、
境界部１０４と信号線３６の被覆部分端面３６ａが同じ
位置にある場合（Ｙ＝Ｚ）でも良い。
【００８１】図１９には曲がり止め部材１０１の外観詳
細を示した。曲がり止め部材１０１は硬質のゴムなどの
可撓性を有する材質で出来ている。曲がり止め部材１０
１の基板側端面１０８近傍では外径が大きく肉厚も十分
に取っておりプローブ１５の軸方向に曲げたときにはほ
とんど撓まないが、口元側端面１０７に至るにつれて無
段階に撓みやすくなっている。
【００８２】プローブ１５の組立を行う時は、コイル部
３４と信号線３６を接続し、支持部材３３上にコイル部
３４を必要な数と必要な位置に配置し接着する。支持部
材３３上にコイル部３４を配置する際には曲がり止め部
材１０１も同時に配置する必要があるが、図１９（Ｂ）
から図１９（Ｅ）に示すように、曲がり止め部材１０１
の全長に渡って切れ目１０５やスリット１０９やを設
け、支持部材３３上にコイル部３４が接着されて後に曲
がり止め部材１０１を取り付けできるようにしても良
い。
【００８３】次に本実施の形態の作用を説明する。プロ
ーブ１５の接着部１０２と芯線４９に接着剤が染み込ん
だ部分１０３と芯線４９がある部分には曲げの力がかか
り屈曲しないため、接着部１０２と芯線４９に接着剤が
染み込んだ部分１０３と芯線４９に曲げやねじりのスト
レスが加わらない。
【００８４】曲がり止め部材１０１は、口元側端面１０
７側は無段階に可撓性が変化しており、曲がり止め部材
１０１に曲げの力が集中的にかかった時には曲げの力を
分散し、曲がり止め部材１０１の基板４１側では曲がり
止め部材１０１は変形しないが口元側端面１０７に近づ
くにつれて大きく撓むように変形する。
【００８５】本実施の形態は以下の効果を有する。接着
部１０２と芯線４９に接着剤が染み込んだ部分１０３と
芯線４９での断線を防ぐ事ができ、プローブ１５の耐久
性を向上させることが出来る。信号線３６の被覆部分５
０にも集中して曲げの力がかかり屈曲してしまうことを
防ぐ事ができ、曲がり止め部材１０１が口元側端面１０
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７に近づくに連れて大きく撓むように変形するので、信
号線３６の被覆部分５０部分の耐久性も向上させること
が出来る。
【００８６】曲がり止め部材１０１に切れ目１０５やス
リット１０９を入れる事でコイル部３４を支持部材３３
に接着した後に曲がり止め部材１０１を取り付けること
が出来、作業が簡単に行える。
【００８７】［付記］０．体腔内に挿入される内視鏡の
挿入部内に設けられ、前記挿入部の各位置検出に用いら
れるコイル部と、このコイル部の内腔に挿通された支持
部材と、前記コイル部と信号線とを前記挿入部の長手軸
に沿って接続した内視鏡形状検出プローブにおいて、前
記信号線の被覆を剥離して露出した導体部分の一部と前
記コイル部との接続によってこの接続部分に生じる硬質
部分の基端側から前記コイル基端面までの前記挿入部方
向の長さをＡとし、前記コイル部に接続された信号線の
被覆が剥離された被覆剥離部の基端側から前記コイル部
基端面までの前記挿入部方向の長さをＢとし、前記コイ
ル部基端面より延設した硬質部材の基端部から前記コイ
ル部基端面までの前記挿入部方向の長さをＣとしたとき
に、前記Ａ、Ｂ、Ｃの関係がＣ≧ＡかつＣ≧Ｂであるこ
とを特徴とする内視鏡形状検出プローブ。
【００８８】１．体腔内に挿入される内視鏡に設置さ
れ、磁界を用いて内視鏡位置の検出に用いられるコイル
部と、内部に電気導体を具備する被覆付き信号線と、前
記信号線の被覆を剥がした部分と、前記コイル部と前記
信号線を接続する剛性の接続部と、前記接続部を含む硬
質部を有する内視鏡形状検出プローブにおいて、前記接
続部の軸方向の長さをＡ、前記信号線の被覆を剥がした
部分の軸方向の長さをＢ、前記硬質部の軸方向の長さを
Ｃとしたとき、以下の条件式
Ｃ≧ＡかつＣ≧Ｂ
を満足する事を特徴とする内視鏡形状検出プローブ。
【００８９】２．前記硬質部は、前記コイル部が固定さ
れている支持部材上に設けられている事を特徴とする付
記１記載の内視鏡形状検出プローブ。
３．前記硬質部は、接着剤を前記支持部材に塗布して形
成した事を特徴とする付記１ないし２記載の内視鏡形状
検出プローブ。
４．前記硬質部は、半田を前記支持部材に染み込ませて
形成した事を特徴とする付記１ないし２記載の内視鏡形
状検出プローブ。
【００９０】５．前記硬質部は、保護部材を前記支持部
材上に設けて形成した事を特徴とする付記１記載ないし
２記載の内視鏡形状検出プローブ。
６．前記保護部材は密巻きコイルである事を特徴とする
付記５記載の内視鏡形状検出プローブ。
７．前記保護部材は弾性を有する材質である事を特徴と
する付記５記載の内視鏡形状検出プローブ。
８．前記保護部材はゴムにより形成されている事を特徴
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とする付記７記載の内視鏡形状検出プローブ。
【００９１】（付記１から８の作用）コイル部だけでな
く軸線の１部の硬質化されているので、内視鏡の挿入部
を湾曲したり捻ったりした場合にかかる曲げの力が、信
号線の芯線の露出している部分と、芯線に半田の染み込
み境界部に集中してかかる事を防ぐ。
【００９２】９．前記硬質部を前記信号線上に設けた事
を特徴とする付記１記載の内視鏡形状検出プローブ。
１０．前記硬質部は、接着剤で形成した事を特徴とする
付記９記載の内視鏡形状検出プローブ。
【００９３】（付記９、１０の作用）接着剤によって、
基板と信号線の半田接合部と、半田が芯線に染み込んで
いる部分と、半田の染み込み境界部と、信号線の絶縁被
膜が剥がされた部分とを超えて、信号線の被覆部までが
硬質化されており、内視鏡の挿入部を湾曲し捻ったりし
た場合に、前記硬質化されている部分に力がかかって変
形することが無い。
【００９４】（付記１から１０の効果）前記硬質部は、
信号線と基板の接続部と信号線の芯線が露出している部
分とに、曲げの力がかからないようにして、挿入部を湾
曲したり捻ったりした時のストレスに対するプローブの
耐久性を向上させる事が出来る。
【００９５】１１．前記硬質部近傍において、内視鏡形
状検出プローブの支持部材と信号線が略平行となるよう
に固定している事を特徴とする内視鏡形状検出プロー
ブ。
（付記１１の作用）内視鏡形状検出プローブの湾曲時
に、コイル部と信号線の接合部と、信号線の芯線が露出
している部分と、接続部により信号線が硬質化されてい
る部分にかかるストレスが全湾曲方向でで同じになる。
【００９６】（付記１１の効果）信号線が内視鏡形状検
出プローブの支持部材と平行に取り付けられており、内
視鏡形状検出プローブを湾曲した時には、特定の方向に
曲げた時に信号線と芯線が急な角度で屈曲する事なく、
内視鏡形状検出プローブの全方向での湾曲に対して信号
線と芯線が均等に曲がり耐久性を高める事が出来る。
【００９７】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、体
腔内に挿入される内視鏡の挿入部内に設けられ、前記挿
入部の各位置検出に用いられるコイル部と、このコイル
部の内腔に挿通された支持部材と、前記コイル部と信号
線とを前記挿入部の長手軸に沿って接続した内視鏡形状
検出プローブにおいて、前記信号線の被覆を剥離して露
出した導体部分の一部と前記コイル部との接続によって
この接続部分に生じる硬質部分の基端側から前記コイル
基端面までの前記挿入部方向の長さをＡとし、前記コイ
ル部に接続された信号線の被覆が剥離された被覆剥離部
の基端側から前記コイル部基端面までの前記挿入部方向
の長さをＢとし、前記コイル部基端面より延設した硬質
部材の基端部から前記コイル部基端面までの前記挿入部
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方向の長さをＣとしたときに、前記Ａ、Ｂ、Ｃの関係が
Ｃ≧ＡかつＣ≧Ｂである条件を満たすようにしているの
で、コイル部と信号線の接続により生じるコイル部端面
から信号線側に延びる硬質部分の長さが、支持部材にお
けるコイル部端面から信号線側に延びる支持部材側硬質
部分の長さを越えないので、屈曲された場合にも、この
支持部材側硬質部分によりコイル部と信号線の接続部に
断線が発生しないように保持でき、耐久性を向上でき
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態を備えた内視鏡シス
テムの全体構成図。
【図２】内視鏡の内部構成を示す図。
【図３】本発明の第１の実施の形態の内視鏡形状検出プ
ローブの構成を示す断面図。
【図４】コイル部周辺の構造とリード線を示す図。
【図５】コイル部と信号線と信号線の接続部を示す図。
【図６】本発明の第２の実施の形態におけるコイル部周
辺と信号線の接続部を示す図。
【図７】コイル部を示す斜視図。
【図８】本発明の第３の実施の形態におけるコイル部周
辺と信号線の接続部を示す図。
【図９】本発明の第４の実施の形態におけるコイル部周
辺と信号線の接続部を示す図。
【図１０】第４の実施の形態の変形例におけるコイル部
周辺と信号線の接続部を示す図。
【図１１】本発明の第５の実施の形態を備えた内視鏡シ
ステムの全体構成図。
【図１２】内視鏡の内部構成を示す図。
【図１３】内視鏡の操作部周辺を示す外観図。
【図１４】図１３のＢ方向矢視図。
【図１５】基板を示す斜視図。
【図１６】コイル部を示す斜視図。
【図１７】コイル部の信号線の接続部周辺とその一部の
拡大図と信号線を仮固定した状態を示す図。
【図１８】本発明の本発明の第６の実施の形態における
コイル部周辺と信号線の接続部を示す図。
【図１９】曲がり止め部材の外観及び断面形状等を示す
図。
【符号の説明】
１…内視鏡システム
２…内視鏡
３…内視鏡装置
４…挿入部
５…内視鏡形状検出装置
６…操作部
７…ユニバーサルコード
８…コネクタ
９…光源装置
１１…ビデオプロセッサ
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１２…モニタ
１３…形状検出信号ケーブル
１４…形状検出装置本体
１５…（内視鏡形状検出）プローブ
１７…コイルユニット
１８…接続ケーブル
１９…形状表示用モニタ
２１…先端部
３０…ＣＣＤ
３３…支持部材
３４…コイル部
３５…コイル
３６…信号線
３６ａ…端面
３７…外装チューブ
３８…ボンディング材 *

18
*３９…（信号線３６の絶縁被覆４８が剥がされた）露出
部
４０…芯材
４１…基板
４２…リード線
４４…接着剤
４６…芯線
４７…ランド部
４８…絶縁被覆
４９…芯線
５０…信号線３６の被覆部分
５１…接続部
５２…半田接合部
５３…（芯線４９に半田が染み込んでいる部分
５３ａ…半田の染み込み境界部
５６…硬質部

【図１】

【図２】

【図５】
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【図３】

【図４】 【図６】

【図７】 【図１４】

【図１５】
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【図８】 【図９】

【図１１】 【図１３】
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【図１０】 【図１２】

【図１６】

【図１７】
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【図１８】 【図１９】

  
─────────────────────────────────────────────────────
フロントページの続き
  
(72)発明者  佐藤  道雄
            東京都渋谷区幡ヶ谷２丁目43番２号  オリ
            ンパス光学工業株式会社内
(72)発明者  宮城  隆康
            東京都渋谷区幡ヶ谷２丁目43番２号  オリ
            ンパス光学工業株式会社内

(72)発明者  渡辺  厚
            東京都渋谷区幡ヶ谷２丁目43番２号  オリ
            ンパス光学工業株式会社内
Ｆターム(参考） 2H040 BA00 BA23 DA11 DA17 
                4C061 AA00 AA04 BB00 CC00 DD03
                      FF21 HH51 HH52 JJ06 JJ11
                      JJ17 



专利名称(译) 内窥镜形状检测探头

公开(公告)号 JP2002065583A 公开(公告)日 2002-03-05

申请号 JP2000259423 申请日 2000-08-29

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯株式会社

申请(专利权)人(译) オリンパス光学工业株式会社

[标]发明人 内藤観
伊藤秀雄
佐藤道雄
宮城隆康
渡辺厚

发明人 内藤 観
伊藤 秀雄
佐藤 道雄
宮城 隆康
渡辺 厚

IPC分类号 G02B23/24 A61B1/00

FI分类号 A61B1/00.300.D G02B23/24.A A61B1/00.550 A61B1/00.552

F-TERM分类号 2H040/BA00 2H040/BA23 2H040/DA11 2H040/DA17 4C061/AA00 4C061/AA04 4C061/BB00 4C061
/CC00 4C061/DD03 4C061/FF21 4C061/HH51 4C061/HH52 4C061/JJ06 4C061/JJ11 4C061/JJ17 
4C161/AA00 4C161/AA04 4C161/BB00 4C161/CC00 4C161/DD03 4C161/FF21 4C161/HH51 4C161
/HH52 4C161/HH55 4C161/JJ06 4C161/JJ11 4C161/JJ17

代理人(译) 伊藤 进

其他公开文献 JP3586180B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种内窥镜形状检测探针，该内窥镜形状检测探针能
够在不使线圈部与信号线之间的连接部断线等的情况下提高耐久性。 解
决方案：布置在插入部分中的内窥镜形状检测探针具有由基板41和线圈
35组成的线圈部分34，其中导线42以预定间隔围绕杆状支撑构件33和线
圈部分34围绕空心构件40缠绕。 当线圈35和信号线36通过基板41固定
并相互连接时，通过剥去信号线36的涂层而露出的芯线的端部在焊接至
基板41时从基板41的端面插入硬质部分中的硬质部分。 从基板41的端面
到到达信号线36的覆盖部的端面，沿该部分的方向突出的长度Y和沿插入
部的方向突出的长度Z，由粘接剂44支撑在基板41和支撑部件33上。 当
固定在插入部分方向上时，不超过从基板41的端面在支撑构件侧硬部中
突出的长度X，并且即使当线圈部34和信号线36弯曲时， 耐用性得到了
改进，可以防止断开连接。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/af2dabfb-6b75-46dd-82d8-572cc187f6bf
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/018747603/publication/JP2002065583A?q=JP2002065583A

